
土浦市市議会議長 矢口 清 殿 
 

土浦市立都和幼稚園及び土浦市立幼稚園の廃園の中止を求める陳情書 
 

趣 旨 
現在運営している土浦市立幼稚園が今後平成 30 年 3 月末に 5 園から 2 園に縮小し平成 33 年度末には全て

の土浦市立幼稚園が廃止する方針と聞いています。 

市立と私立ではそれぞれ良さ・特徴があり 各家庭でそのニーズの違いにより幅広い視野で選択しています。 

私たちは、土浦市立幼稚園の教育方針・幼稚園の環境、そして園長先生はじめ先生方の関わり方が自分達の

教育方針と合致し適切な学び舎だと考えています。 
 

 

・地域に根付いた環境下で、歴史もあり、地域との交流(老人ホームなど)や同じ学区の小学校との連携し

た教育や交流もでき、卒園後も同じメンバーで進学でき安心。引っ越しなど途中入園でも安心。近隣の

利用者にはとても貴重なものです。古き良き町土浦には残しておくべき文化ではないでしょうか。 
 

・市立幼稚園は営利を求めずに、あるべき姿を目指すことができ、障害や特異性にかかわらず誰もが公平

に受け入れられ、経済的に厳しくても、兄弟が多くても安心して一定の就学前教育が受けられる。 
 

・子供達にきちんと目が行き届く、先生と子供達の人数できめ細やかな指導をして頂いているので安心し

て通わせている。 

※特に精神的・身体的・言語的発達遅延がある子供を持つ親は安心して通園させることができ、無理のな

い就学前教育が受ける事が出来たり、また就学時の判断も相談したり、市との連携が出来るのが魅力。 
 

・廃園になると現状より遠いもしくは時間をかけて通園することになる。今よりも保育料の負担が大きく

なる。兄弟のいる家庭はまた新たに通う園を決め、更に入園準備のための費用を負担する。 
 

・案が出てから廃止までがあまりに拙速で利用者も検討の余地がない状況下で進んでいる。利用者の混乱

も考慮して時間をかけて説明しながら検討してほしいが、説明会すらなされていない。 
 

以上の事から縮小・廃止について反対です。 

市立幼稚園の教育方針 環境の良さを理解して頂き、縮小・廃止への方針を再検討して頂きたい。 
 

陳情事項 
 

一、土浦市立都和幼稚園及び土浦市立幼稚園の縮小・廃止する方向を再検討して頂きたい。 
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※年齢や居住区の制限はございません。 ※住所は同一であっても「同上」「〃」を使わずにご記入下さい。 

※押印のない場合は無効になりますので必ず押印をお願い致します。印肉使用、拇印不可です。 

※署名などの個人情報につきましては、議会への提出以外には使用致しません。(政治利用・個人情報の提供なども致しません。) 
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